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- 自 由 課 題 -
サルの発汗神経末梢部のニコチン感受性に関
する比較研究
青木 健･和泉博之(東北大･歯)
ヒトの一般皮膚やネコの足底部などでニコチン
を皮内注射すると,発汗神経末梢部がニコチンで
刺激され,局所に著明な軸索反射性発汗が起こる｡
しかし我々はこれまでの断片的経験から,サルで
は種類によって軸索反射発汗がよく起るものと起
り難いものがあるとの印象を持った｡そこで今回
は若干計画的に各種サルのニコチンによる軸索反
射性発汗を比較検討し,それにより発汗神経末梢
部のニコチン受容機構,その生理学的意義などを
探る手掛りを得ることを企てた｡
ニホンザル,アカゲザル各3頭,タイワンザル,
クモザル, ミドリザル,スローロリス各2政の6
種について,足や足の指頭部に10~5ニコチンを皮
内注射し,局所の発汗反応を観訳した｡軸索反射
の認定には,和田らのバンド法及びhexunethon-
iumによる抑制によった｡クモザル, ミドリザル
スロー ロリスでは何れも典型的な軸索反射性発汗
が起ったが,こホンザル,アカゲザル,タイワン
ザルの8種では軸索反射が確認されたのは1例も
なかった｡他方発汗神経のCholineBteraSe(Ch
E)を組綴化学的にしらペると,軸索反射の起り
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